
１．研究の背景と目的

（１）セクシュアリティと心理的支援

一般に異性愛が前提とされる社会の中で，差別や偏

見の影響から同性愛者は自らの性的指向に対する葛藤

に悩むなど慢性的なストレス状態にあるという（日高，

2005ａ，Halkitis，2012）。わが国のゲイ・バイセクシ

ュアル男性を対象とした調査では，特に10代～20代の

比較的若い年代において，抑うつ傾向などメンタルヘ

ルスの悪化が顕著であることが明らかとなっている

（日高ら，2012）。また，心理カウンセリングを受ける

ことに関心があると回答したゲイ・バイセクシュアル

男性は６割を超えるが，自分のセクシュアリティを明

かした場合，カウンセラーや医療者がどう反応するの

かという不安などのために，実際の相談にはかなり躊

躇を感じることも示されている（日高，2005ｂ）。女

性同性愛者についても，先述のようなストレスのため

にメンタルヘルスの状態が懸念されるという報告があ

る（廣ら，2005）。このため，同性愛などのセクシュ

アルマイノリティの相談に適切に対応できるよう備え

ることは心理臨床家の重要な課題の一つといえる。

（２）セクシュアリティに関する概念

ここで，セクシュアリティに関する概念を整理して

おく。人のセクシュアリティの主な要素は生物学的性

（biological sex），性自認（gender identity），性的指

向（sexual orientation）の３つから考えることがで

きる。生物学的性（biological sex）は生まれながらに

して備わった身体的な性別のことである。性自認

（gender identity）は自分の性別に関する認識であり，

自分を男だと思うか，女だと思うかといったことを表

す概念である。性的指向（sexual orientation）とは，

人の性意識が同性に向かうか（同性愛），異性に向か

うか（異性愛），両性に向かうか（両性愛），を表す概

念である。
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生物学的性と性自認が一致しない人のことを「トラ

ンスジェンダー」という。「性同一性障害」はトラン

スジェンダーに含まれる概念だが，この用語はもとも

と医学上の診断名であり，厳密にいえば，一定の手続

きに沿って診断を受けた場合に適応される。しかし，

一般的には診断の有無にかかわらず用いられているの

が現状と思われる。我が国では1997年に日本精神神経

学会が「性同一性障害に関する答申と提言」を公表し，

医療の中でホルモン療法や性別適合手術が行われるよ

うになったことから，医療や一般社会にも性同一性障

害への認識が広まった（藤井ら，2007）。一方，同性

愛は性的指向の在り方の一つである。小倉（2000）に

よると，1968年発行の“精神疾患の診断・統計マニュ

アル（DSM－Ⅱ）”では，同性愛は“性的異常”とし

て分類され，当時は病理とみなされていた。しかし，

実証的研究の積み重ねによって，1972年，アメリカ精

神医学会が同性愛を病理とはみなさないと決議し，

1993年には国連世界保健機関（WHO）により，同様

の決議がなされた。このように，心理学や精神医学の

領域において，同性愛は病理ではないという画期的な

見直しが行われたが，わが国ではいまだメディア上な

どで同性愛が多くの場合嘲笑の対象とされ，異質な存

在として扱われている。また，海外では性的指向が同

性愛であるということだけを理由に殺人事件が起こっ

たり，宗教上の理由から同性愛者を処刑する国も現存

するなど，医学における見解は変化しても差別，偏見

は解消されておらず，同性愛者をとりまく社会的な状

況が改善されたとはいえない（日高ら，2007）。

（３）性的指向に関連する心理的支援の研究

欧米では，これまでに同性愛・両性愛に関する心理

学や心理療法に関する多くの議論が行われており，ア

メリカ心理学会によって性的指向に対する適切な心理

療法的関わりを示した報告書が公表されるに至った

（American Psychological Association, 2009）。この報

告書は多数の先行研究の系統的レビューに基づく。し

かし，我が国では同性愛や両性愛の人々の心理臨床に

ついて論じられる機会は少ない（石丸，2008）。同性

愛や両性愛の人々へのカウンセリングの研究で公表さ

れているものをいくつか挙げると，堀田（1998）は，

従来的な“同性愛病理の治療”という視点からではな

く，同性愛の男子大学生に対する，同性愛者としての

アイデンティティ形成をサポートするための面接のあ

り方を考察している。また，HIVカウンセリングの事

例の１つとして矢永ら（2003）が挙げられ，女性同性

愛者のグループによる心理支援の実践的研究を，廣ら

（2008，2009）が発表している。カウンセラーの同性

愛への理解や態度を研究したものはさらに少ないが，

品川ら（2005），品川（2006）は男性同性愛者へのカ

ウンセラーの態度や臨床的判断について実験法を用い

て検討し，男性クライエントが異性愛である場合に比

べ同性愛である場合に，カウンセラーのネガティヴな

反応が生じること，その反応にはカウンセラーのホモ

フォビア（同性愛嫌悪）などが関連することを明らか

にした。

以上より，我が国の心理臨床の領域では，性的指向

に関する心理的支援を適切に行える体制は整っていな

いと考えられる。今後の課題の一つとして，わが国の

心理臨床家養成にあたりセクシュアリティに関する効

果的な教育的介入について検討する必要がある（品川，

2012）。そのための基礎的段階として，わが国の心理

臨床家がセクシュアリティについてどのような理解を

持っているのか，どのような態度でいるのかについて，

明らかにする必要がある。

（４）目的

そこで，本研究ではカウンセラーがセクシュアリテ

ィについてどのような教育を受けているのか，また，

どのような理解や態度を持っているかについて探索的

に検討する目的で，大学の学生相談に従事するカウン

セラーに面接調査を行った。大学の学生相談のカウン

セラーを対象としたのは，大学生は性的な探索行動が

比較的活発な青年期前期にあたると考えられること，

10代～20代の男性同性愛・両性愛者のメンタルヘルス

が悪化しているという報告（日高ら，2012）からであ

った。

２．方法

（１）調査方法および調査時期

半構造化面接による調査を，平成23年８月～９月に

行った。

（２）被調査者

Ａ県内の学生相談経験のある臨床心理士に，機縁法

により協力を依頼した。なお，専門的教育を受けた経

験を問うため，全て出身大学院が異なる者を集めた。

５名（男性３名，女性２名）の臨床心理士の協力が得

られた。被調査者の学生相談の経験年数は，１年～10

年と幅があった。勤務形態は非常勤が２名，常勤が３

名であった。

（３）調査項目

①フェイス質問。②大学院の養成課程でセクシュア

ルマイノリティに関し心理臨床の教育，訓練を受けた
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経験の有無や，その経験によってどのような知識が得

られたか。③大学院以外の研修などで，セクシュアル

マイノリティに関し心理臨床の教育，訓練を受けた経

験の有無や，その経験によってどのような知識が得ら

れたか。④学生相談でのセクシュアルマイノリティの

ケース経験の有無（経験ありの場合，クライエントの

セクシュアリティ，主訴，担当中にどのような難しさ

を感じたか，それにどう対処したか）。⑤今後，セク

シュアルマイノリティのケースを担当することについ

て思うこと（予想される懸案点があるかどうか，臨床

心理士にはどのようなサポートがほしいかなど）。⑥

これまでに担当した中で，クライエントが表明はして

いないが実はセクシュアルマイノリティであったケー

スがあると思うかどうか。⑦調査の感想。なお，本研

究は主に性的指向に焦点を当てているが，面接では性

同一性障害なども含め，セクシュアルマイノリティに

ついて，より広い視点から聴取した。

（４）手続き

面接を始める前に，調査の目的と結果の取り扱いに

ついて説明し了承を得た。さらに，本研究で扱うセク

シュアルマイノリティという用語の説明を，文書を用

いて簡単に行った。録音の許可について尋ね，許可が

得られた４名についてはＩＣレコーダで録音をした。

さらに，被調査者の許可を得て者の発言をメモに取り

ながら面接を進めた。

（５）分析方法

グラウンデッドセオリーの手法を参考に，以下のよ

うな手順で行った。①各面接の逐語録を作成。録音許

可が得られなかった被調査者については，面接終了後，

その日のうちに面接実施者のメモと記憶に基づき逐語

風記録を作成。②実態を把握する上で直接関係すると

思われた170のプロトコルを筆者が抽出し，１つ１つ

コード化。③各コードをカードに印刷したものを，筆

者と，もう１名の臨床心理士計２名で協議しながら分

類し，出来たカテゴリーの命名を行った。２名とも，

臨床心理士として３年以上の経験，および，２年以上

の学生相談の経験を有し，セクシュアルマイノリティ

の心理臨床に関する研究を行った経験のある者であっ

た。その後カテゴリーごとに模造紙上に構成していき，

調査対象者のセクシュアリティに関する知識や意識の

現状を討議した。

３．結果と考察

面接から抽出した語りのカテゴリー分析結果を表１

に示す。これらの結果について、主に以下の３点から

検討した。

（１）大学院の臨床心理士養成課程でのセクシュアリ

ティの教育を受けた経験やその他の資源からの情報に

ついて

大学院の臨床心理士養成課程での教育を受けた経験

（表１－【Ⅰ】）については，被調査者の全員がほとん

どないと回答していた。カンファレンスで若干の情報

を耳にした経験を報告した被調査者も１名いたが，言

及された内容としては性同一性障害のことのみであ

り，同性愛の知識は得られなかったと考えられる。ま

た，大学院以外の研修（表１－【Ⅱ】）では，いくつ

かの研修会の体験が報告され，同性愛も含め基本的な

知識や当事者の悩みに関する情報は得られたという結

果であった。被調査者によっては，研修を受けて性同

一性障害と同性愛の区別の認識が持てたという報告も

あり，臨床上重要な視点も得られていると考えられる

が，いずれにしても大学院での専門養成課程での教育

はほとんど行われていないため，知識習得のためには

自己学習のみにたよらざるを得ない状況であった。研

修会以外では（表１－【Ⅲ】），Web上の情報はアク

セスが簡便で，サイトにもよるが提供される情報も多

いと考えられる一方，どれが信頼できるサイトなのか

が判断しにくく，情報の妥当性に不安を感じながらの

利用であることが報告された。全体として，自己学習

によってセクシュアリティの基本的知識はある程度手

に入る一方，臨床的な関わりについても含めた体系的

な知識は掴みにくい可能性や，セクシュアリティとい

うトピックスを扱うことへの葛藤や苦手感を感じる場

合もあることが示唆された。

（２）ケース担当経験やケース担当への意識について

学生相談でセクシュアルマイノリティのケースを担

当した経験のある被調査者は２名であり，通常のカウ

ンセリング以外にもインテーカや検査担当など，様々

な立場で出会っていた（表１－【Ⅳ】）。担当した際，

カウンセラーは不安や戸惑い，自信のなさなどの感情

を持つこと，特に事例検討を通じた勉強の機会がほし

いと感じたことが報告された。臨床的な関わり方やカ

ウンセラーの感情面についてどうすればよいのかな

ど，より実践的なサポートへのニーズがあると考えら

れた。

また，今後ケースを担当することについての意識

（表１－【Ⅴ】）については，予想される懸案点として

クライエントのセクシュアリティを扱うことへの不安

や疑問点ついて言及があった。知識面での自信のなさ

や性に関するトピックスへの抵抗感などのために，ケ
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ースを担当することに両価的な場合があると考えられ

た。実際にケースに対応していてわからないことがあ

る場合にカウンセラーが求めるサポートとしては，単

にセクシュアリティに関する正しい知識だけではな

く，スーパービジョンやコンサルテーションなど，相

談できる専門家のネットワークがほしいという声や，

事例検討を通じた研修が受けられたら良いという声が

ここでもあった。セクシュアルマイノリティの心理的

支援に関する意識・態度についての結果（表１－【Ⅶ】）

も併せて見ると，セクシュアルマイノリティのケース

担当経験があるカウンセラーからは，相談に充分に応

じていきたいという気持ちが表明される一方で，ケー

ス経験がないカウンセラーでは，セクシュアリティに

ついて積極的に学んでいく必要性が感じられない，あ

るいは，セクシュアルマイノリティは遠い存在である

という声もあった。実際にケースを担当するまではセ

クシュアルマイノリティの心理的支援に関心を持ちに

くいようであった。

（３）本研究の限界点と今後の課題

本研究では，面接調査によって質的に学生相談カウ

ンセラーのセクシュアリティに関する理解や，教育を

受けた経験，ケースに対する意識について検討した。

本研究では，５名というごく少数の被調査者からの探

索的検討であり，もちろんこの結果を一般化すること

はできない。今後は対象者を増やしたうえでの質的検

討，あるいは，量的検討として質問紙調査でさらに詳

細に実態を把握していく必要がある。そのうえで，カ

ウンセラーのセクシュアリティ関する理解や援助スキ

ルを促進するためには，どのような教育的介入や啓発

活動が有効であるかを検討していくことが重要であ

る。これらを通じて，セクシュアルマイノリティの

人々が必要な時に安心して心理相談を利用できる体制

づくりへ貢献していくことが期待される。
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